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12月1日から

小型充電式電池（リチウムイオン電池等）の収集開始！

全国でリチウムイオン電池による事
故が相次いでいます。一般ごみに混入
されたリチウムイオン電池から発煙・
発火し、ゴミ収集車やゴミ処理施設の
火災事故が多発しています。そのため
に横浜市は、12月から乾電池と一緒に
分別回収する事になりました。

乾電池

ボタン電池

リチウム
イオン電池

燃やすごみ
小型家電

（バッテリーが取
り外せない物）

燃やすごみの日に
分別して出します

これは出さないで！
・膨張・破損したリチウムイ
オン電池

・ポータブル電源
資源循環局収集事務所に持ち
込んでください。

生活相談いろいろ

独身だった兄が亡くなっ
たので、所有していた土地を処分
したいのですが、相続の手続きを
しないと売却できないと不動
産屋に言われました。手続き
の仕方を教えてください。

いつでも気軽にご連絡ください。
相談センターと連携している司

法書士を紹介しました。「親族の
戸籍をすべて取り寄せたら、相続
対象者に文書を送付して、遺産分
割協議書の作成を進めていきましょ
う」と説明してくれました。「相
談して良かった」と言って、安心
したようでした。

みなさんからの地域要望を、南区長に届けました

南区のみなさんから寄せられた要望123項
目を、10月17日に南区長に提出しました。
当日は要望を集めた各団体や地域の方々22
人が参加。南区役所の区政推進課長に要望書
を手渡しました。来年3月頃には回答書が届
くと思いますので、その時はご報告致します。

地域要望は引き続き集めています。あらき事務所にご連絡ください。

不登校児童生徒が1万人近くいる
横浜。それに伴い学校検診の未受
診者も6000～7000人にも及びま
す。学校外でも学校検診を受ける
機会をつくってほしい、そんな請
願が出され、日本共産党としても
要望を続けてきたものが、とうと
う実現しました。南区の永田小を
はじめ、４校で今年度試行を始め
ました。先日の決算議会の中で、
「来年度は全校での実施をしてほ
しい」と教育長に要
望しました。引き続
き実現目指して働き
かけていきます。

不登校児童の学校外検診、試行開始！

学校保健安全法で義務付けられている学校の健
康診断は、校内に医師が来て実施されています。
これでは登校が難しい不登校児童は、検診を受け
ることも難しくなってしまいます。
横浜市には「学校外の病院で健康診断を受けら

れるようにして欲しい」との要望が寄せられてい
ました。この声に応えて、本年度から市内4校の
小中学校で校外検診が試験的に実施されました。

古谷やすひこ
日本共産党横浜市議団長

学校外検診は
大阪府吹田市で、21年

度からすべての市立幼稚
園・小中学校で実施され
ていますが、全国的には
まれな取り組みです。

早期発見・早期治療！
「虫歯があった」「眼鏡が必要かも」等々、
検診では気が付いていなかった体の異変
がわかります。思春期の発症が多く、背
骨が左右に曲がる側弯症の発見などにも

つながっています。この
病気は対処が遅れると治
療が難しくなります。

日本共産党横浜市議団は10月の決算
議会で、取り組み状況を質問しました。

下田教育長：「内科2校、歯科2校で試
行的に実施。9月末時点で40人が学校外
受診を希望し、27人が受診しました。
来年度の実施規模を含めた実施方法につ
いて、医師会と協議しており、学校外で
の検診機会確保に向けて推進してまいり
ます」


